
アルカリ骨材反応（ASR）による膨張やひび割れが発生している伊方発電所1号機タービン架台の、

地震荷重に対する安全裕度を把握するため、ASRコンクリートの弾性係数等を推定することを目的と

して実施した研究です。実機タービン架台解析条件設定のデータとして使用する物性値を得ること、

部材としての耐力等の性状を確認することを目的として試験を実施しました。

研究の目的

アルカリ添加と促進養生によりASRによる伸びを発生させたASRコンクリート試験体と、ASRを発

生させない健全コンクリート試験体を製作しました。養生中には試験体の伸び量を測定し、鉄筋量の

影響を確認しました。物性確認試験では、試験体形状や鉄筋量等をパラメータとした試験体について

圧縮試験を実施し、圧縮強度、弾性係数を測定しました。部材試験では、梁および壁試験体について

曲げせん断加力試験を実施し、ひび割れ荷重、最大耐力等を確認しました。

技術の説明

部材試験を実施した結果、ASRコンクリート試験体において鉄筋量が多いほうが養生中の伸び量が小

さく、弾性係数が大きい傾向がありました。鉄筋拘束により伸びが小さくなり、ASRによる弾性係数

の低下が抑制されたと考えられます。コア採取による母材の鉄筋拘束からの解放においても弾性係数が

低減し、鉄筋拘束による弾性係数低減抑制が観察されました。梁および壁試験体による部材試験を実施

した結果、ASRコンクリート試験体の耐力が健全コンクリート試験体よりも大きく低減するというこ

とはなく、健全コンクリートを対象とした手法で評価可能であることが確認できました。
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